
新 間
｛
や
（

一
画
《 通

一

束 2014年（平成26鋼3月3個（月曜日）
－｡●甲

■
、
や
串

■

や
毛

岬
小
型
測
定
毒
享
言
と
指
先
に
装
着
し
実
践
ｌ
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
確
率
が
高
輸
業
界
で
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
型
祭
岬

州
寸
・
・
す
る
作
奉
さ
ん
い
。
家
族
な
ど
に
い
び
き
が
急
務
だ
と
指
撞
ｇ
る
。
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州
Ｉ
が
引
き
起
こ
し
た
。
自
覚

叩
症
状
に
乏
し
く
、
運
転
中
に

Ⅷ
突
如
、
意
識
を
な
く
し
て
し

Ⅷ
ま
う
の
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
怖
さ
。
・

岬
事
前
に
見
分
け
る
こ
と
は
で

岬
き
る
の
か
１
１
．

Ⅱ

州
璽
畷

岬
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
ル
ス
ケ
ア

州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

州
Ｓ
）
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
と

州
は
、
睡
眠
中
に
断
続
的
に
無

岬
呼
吸
を
繰
り
返
し
た
結
果
、

岬
ま
と
ま
っ
た
睡
眠
を
と
れ
ず

岬
に
日
中
に
強
烈
な
眠
気
に
窪

Ⅷ
わ
れ
る
睡
眠
障
害
だ
。
ド
ラ

耐
イ
パ
ー
の
居
眠
り
運
転
に
加

岬
え
、
呼
吸
の
停
止
が
血
液
中

州
の
酸
素
濃
童
全
低
く
し
、
高

岬
．
血
圧
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
病

州
魔
を
進
行
さ
せ
る
。

岬
・
婚
、
．
「
簡
単
な
方
法
で
検
査
で

州
き
る
」
と
話
す
の
は
が
Ｏ
Ｃ

州
北
陸
自
動
車
道
で
８
日
末
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
作
本
貞
子
副
理
事
シ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
小
型
測
う
る
さ
い
と
指
摘
さ
れ
た
叫

叫
明
に
発
生
し
た
高
速
バ
ス
の
長
。
同
団
体
は
２
０
０
４
年
定
器
を
寝
て
い
る
間
に
手
首
り
、
昼
間
に
無
性
に
眠
く
な
‐

岬
死
亡
事
故
で
、
原
因
の
一
つ
度
以
降
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
と
指
先
に
蛙
寒
風
血
中
酸
素
っ
た
り
す
る
の
も
、
危
険
の
ⅧⅡ

州
と
さ
れ
て
い
る
の
が
睡
眠
時
協
会
よ
り
Ｓ
Ａ
Ｓ
検
査
を
受
濃
度
や
心
拍
数
を
チ
ェ
ッ
サ
イ
ン
だ
。
・
叩

Ⅱ

Ⅷ
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
託
、
肥
年
度
か
ら
は
近
畿
バ
ク
。
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
で
テ
ー
タ
を
精
密
検
査
後
の
治
療
は
シ
州

岬
だ
。
妬
臼
に
前
橋
地
裁
（
群
ス
団
体
協
議
会
に
所
属
す
る
分
析
す
る
。
さ
ら
に
受
診
者
ン
プ
ル
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
持
続
州

岬
馬
県
）
で
判
決
が
あ
り
へ
２
企
業
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
手
掛
が
記
入
し
た
自
己
診
断
を
べ
陽
圧
呼
吸
）
と
言
っ
て
、
睡
州

岬
０
１
２
年
に
閏
越
自
動
車
道
け
て
い
る
。
Ｉ
ス
に
基
本
、
専
門
医
が
Ａ
眠
時
に
鼻
マ
ス
ク
を
つ
け
て
岬

州
で
発
生
し
た
高
速
ツ
ア
ー
バ
実
際
に
は
、
ま
ず
簡
易
ス
ー
Ｄ
ま
で
判
定
。
「
Ｄ
ｏ
Ｄ
空
気
を
送
り
込
ん
で
気
道
を
州

州
ス
事
故
の
墜
雲
も
、
同
症
候
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
診
主
の
人
は
医
療
機
関
の
受
広
げ
て
い
く
方
法
が
そ
れ
州

Ⅷ
群
と
診
断
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
し
て
も
ら
う
。
パ
ル
ス
オ
キ
診
に
該
当
し
、
Ｄ
幸
は
重
症
。
だ
。
月
に
一
度
の
通
院
が
必
州
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伽中酸素濃度など簡易調査も

機
器
の
貸
し
出
し
や
判
定
要
だ
が
「
『
若
い
時
の
よ
う
州Ⅱ

ま
で
に
掛
か
る
経
費
だ
が
、
に
熟
睡
で
き
、
朝
も
爽
快
だ
』
Ⅷ

法
人
向
け
価
格
は
１
人
５
０
と
、
感
激
す
る
人
も
い
る
」
州

０
０
円
。
た
だ
し
、
３
人
ま
と
作
本
副
理
事
長
。
州

で
連
続
で
使
え
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
の
運
州

近
畿
バ
ス
団
体
協
議
会
の
加
動
、
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
も
仙

盟
社
は
運
輸
事
業
振
興
助
成
大
切
だ
。
食
事
で
言
え
ば
州

交
付
金
の
対
象
事
業
で
２
５
「
休
憩
で
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
を
州

０
０
円
に
。
作
本
副
理
事
長
食
べ
る
に
し
て
も
、
野
菜
が
州

は
「
実
際
に
判
定
が
出
る
ま
多
く
彩
り
が
良
い
も
の
を
選
州Ⅱ

で
約
２
週
間
。
本
人
用
の
ぼ
ん
で
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
州

か
、
会
社
向
け
に
受
診
者
を
園
圏
岬

一
覧
に
し
た
報
告
書
を
送
悲
劇
を
生
ん
だ
バ
ス
事
故
州

る
」
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
で
焦
点
が
当
た
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
州Ⅱ

病
院
で
の
精
密
検
査
が
必
策
。
法
人
タ
ク
シ
ー
で
Ｏ
Ｃ
Ⅷ

要
に
な
れ
ば
、
紹
介
瞳
琶
つ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
簡
易
検
査
を
零
入
叩

け
る
」
と
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
シ
す
る
の
は
大
阪
、
名
古
屋
、
・
岬

プ
に
も
力
を
入
れ
る
。
福
岡
の
計
８
事
塞
逗
少
な
岬

ち
な
み
に
へ
近
畿
バ
ス
団
い
。
「
パ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
州

体
協
議
会
で
は
狸
年
度
、
約
よ
う
に
交
付
金
助
成
が
な
い
Ｉ

９
０
０
人
の
運
転
者
が
検
査
の
が
、
タ
ク
シ
ー
業
界
に
普
州

に
臨
ん
で
、
う
ち
鯛
％
が
Ｄ
及
し
な
い
原
因
だ
」
（
作
本
州

判
定
（
Ｄ
＋
含
む
）
だ
っ
た
。
副
理
事
長
）
。

「
肥
満
と
運
動
不
足
が
原
作
本
副
理
事
長
は
、
関
越
耐

因
」
（
作
本
副
理
事
長
）
と
、
道
の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
岬

職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら
で
は
の
地
裁
判
決
を
め
ぐ
る
報
道
州

の
不
規
則
性
が
起
因
す
る
と
で
「
眠
気
を
感
じ
て
運
転
し
州

見
て
い
る
。

た
こ
と
が
『
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
岬

基
本
的
に
①
肥
満
②
首
が
Ｉ
で
あ
る
か
ぎ
り
許
さ
れ
な
”

太
く
短
く
憲
垣
が
狭
い
③
筋
い
』
と
出
て
い
た
が
、
そ
こ
、

肉
が
弱
い
塞
星
の
男
性
ｉ
が
重
塞
と
し
、
行
政
。
運
、
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